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挑戦する研究者たち

応用に直結する問題でコヒーレントイジ
ングマシンの性能評価を行い，「 2 次元イ
ジングモデルの相転移」を模擬して，コ
ヒーレントイジングマシンの本質に迫る

現在，手掛けていらっしゃる研究について教えていただけま
すでしょうか．

「コヒーレントイジングマシンの研究」と「多光子量子もつれ
を用いた通信」の 2 テーマを軸に研究を進めています．

イジングマシンとは，イジングモデルを模擬する物理シミュレー
タ，ということができます．イジングモデルとは，相互作用する
スピン群の振る舞いを記述する理論モデルです．スピンとは，粒
子が持つ角運動量であり，ここでは 2 値のいずれかをとる量です．
多くの組合せ最適化問題は，イジングモデルにおいてエネルギー
が最小となるスピン値の組合せを求める問題に変換できます．よっ
て，イジングマシンを用いた物理実験によりエネルギー最小とな
るスピン配列を求めることで，解きたい組合せ最適化問題の解を
効率良く得ることができます．

私たちは，内閣府の主導する革新的研究開発推進プログラム
（ImPACT）において各研究機関と共同で，このイジングモデル
の計算を，光パラメトリック発振器と呼ばれる特殊なレーザ光の
位相（ 0 ，π）をスピンの代わりとして用いることで計算を安定

的かつ高速に行う， 2 コヒーレントイジングマシン（CIM）を
2016年に実現しました（図 1 ）．さらにスピン数を2000から10万
にまで拡大したCIMを2021年にScience Advances誌より発表
しています．これらの発表は大きな反響を呼び，多くの論文に引
用されており，また世界の多くの機関からさまざまな新しいイジ
ングマシンが提案されるに至っています．私自身も多くの国際会
議から招待講演の依頼をいただいたり，国際会議や海外論文誌の
委員等を依頼されることも増えてきました．今後さらにイジング
マシンが発展して，新しい分野として確立されればよいと思って
います．自分たちもイジングマシン分野の先駆者として，さらに
CIMを進展させられるよう，研究に取り組んでいます．こうした
中で，最近 2 つの成果を出すことができました．

1 つは，「磁場項のある問題の解探索」に関するものです．
CIMのような物理イジングマシンを研究する機関は多くなってき
たのですが，物理イジングマシンの大部分は「磁場項のない問題」
しか解いていません．磁場項とは，イジングモデルの数式において，
各スピンに対してその向きをプラスもしくはマイナスにしようと
する外部からの磁場に相当する項のことで，「磁場項のない」問
題とは，スピンどうしの相互作用項のみの基本的な最適化問題で
す．私たちのチームが最初のCIM実験でこの基本的な問題を解
いたこともあり，他の多くの研究機関の物理イジングマシンも，
磁場項のない問題を用いた評価を行ってきました．しかし，実際
の最適化問題のほとんどは「磁場項のある問題」なので，この問
題を用いた性能評価がCIMの実応用に向けては重要です．私た

組合せ最適化問題は多数の選択肢の中からその最適な組合せを見つける問題
で，選択肢の数が大きくなると最新のデジタル計算機を用いても解くことが困
難です．光発振器のネットワークを用いてこの問題を解くコヒーレントイジン
グマシンの本質に迫るとともに，世界初の「タイムビン量子ビットに基づく 3
光子もつれ状態の生成」により量子インターネット実現に向けた研究に挑む，
NTT物性科学基礎研究所 武居弘樹上席特別研究員に，現在の取り組み，そし
て，「現場でハードワークし，たまには外に出る」という研究姿勢への思いを
伺いました．
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ちは，CIMにおいていくつかのスピンを補助スピンとして用いる
ことで磁場項を実装する手法を提案し，それを用いて磁場項のあ
る代表的な問題の 1 つである「最大独立集合問題」の解探索を
CIMおよび従来のデジタル計算機上で実装した最適化焼きなまし
法(OSA：Optimized Simulated Annealing)を用いて行いまし
た．ノード数が500から40000までのグラフを生成し，目標解に到
達する平均時間を比較しました（図 2 ）．その結果，問題サイズ
が小さいときはOSAのほうが速く目標解を得ますが，ノード数
5000くらいで同程度の性能となりました．さらにそれより大きな
問題サイズではCIMがOSAより早く目標解を得ることができ，
その差は問題サイズが大きくなるほど拡大する傾向にあることが
示されました．この論文は，2025年 2 月にハイインパクトジャー
ナルである『Science Advances（Science誌の姉妹誌）』に掲
載されました（1）．今回「磁場項がある問題」を物理イジングマシ
ンであるCIMで解いたことで，イジングマシン分野の研究全体を
一歩進めたと考えています．

そして，もう 1 つは「CIMの本質に迫る」というテーマです．
私たちが，「測定・フィードバック」により光パラメトリック発
振器を結合するCIMを2016年に発表した直後から，測定・フィー
ドバックは統計物理学でよく知られている近似手法である「平均
場近似」と同じではないか，という疑問が指摘されていました．

平均場近似は，統計物理学においてよく知られている手法で，
多数の粒子間の相互作用を考慮する多体問題を，一体問題に帰着
させる近似手法です．平均場近似では，多数の粒子それぞれが他
のすべての粒子から受ける相互作用を平均的な効果としてとらえ，
個々の粒子の相互作用は無視し，代わりに平均的な「場」の中で
粒子 1 つひとつが振舞うと仮定します．平均場近似は多体問題の
計算を簡略化できる一方，一般に計算精度は低下します． 
「CIMは平均場近似ソルバではないか」という疑問を明らかに

するための方法を思案する中で，「 2 次元イジングモデルの相転移」
をCIMで再現すればいい，ということに気付きました． 2 次元の

平方格子イジングモデルは，ノーベル賞受賞者であるOnsager
により厳密解が導出された重要な理論モデルで，明瞭な相転移を
示すことが知られています．一方， 2 次元イジングモデルの平均
場近似解もよく知られており，その相転移温度は厳密解のそれと
明瞭に違います．「 2 次元イジングモデルの相転移」をCIMで再
現実験した結果は，図 3 に示すように，理論と完全に一致はしな
いものの，CIMは明らかに「平均場近似」ではなく「厳密解」に
近い振る舞いをすることが確認できました．これは，「CIMは平
均場近似ソルバではなく，多体系を模擬する物理シミュレータで
ある」ということを強く示唆するものと考えています．この結果は，
2023年 3 月に学会誌『Physical Review Applied』より出版され

（2），私たちに投げかけられていた問いに答えられたのではと考え
ています．

図 1　CIMの概念図

図 2　TTSのグラフサイズ依存性
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タイムビン量子ビットに基づく 3 光子
もつれ状態を生成し，量子インターネッ
ト実現に向けて貢献する

「多光子量子もつれを用いた通信」は新しいテーマですね．

私は2003年から「量子もつれ」に関する研究をしてきました．
量子もつれとは， 2 つ以上の粒子間に古典的には説明できない相
関が存在している量子状態です．量子もつれは，1935年のアイン
シュタインらの論文（EPR論文）においてその存在が論じられる
ようになり，その後量子の相関についてさまざまな研究がなされ
てきました．2022年に，フランスのパリ・サクレー大学アラン・
アスペ博士，米国のクラウザー研究所ジョン・クラウザー博士，オー
ストリアのウィーン大学アントン・ツァイリンガー博士による量
子もつれの実験研究に対してノーベル賞が授与されています．

私は，2004年に，当時の上司であった井上恭先生（現大阪大学
名誉教授）の指導のもと，光ファイバ中で1.5 μmの波長帯にお
ける光子の量子もつれを生成しました（3）．これは，Northwest-
ern大学のPrem Kumarグループと並び世界で初めて光ファイバ
で量子もつれを発生した実験であり，私としての量子もつれ研究
の原点となるものです．この実験は 2 つの光子による量子もつれ
でしたが，上に述べたツァイリンガー先生のグループなどでは多
光子による量子もつれの研究が進められ 3 個以上の量子もつれ光
子状態も生成できるようになりました．これらのグループのほと
んどでは，光子の偏波状態に関する量子もつれ状態を生成してい
ました．

偏波を利用した量子ビットは，自由空間では制御が容易である
反面，光ファイバ中の伝送においては光ファイバの屈折率の揺ら
ぎや偏波モード分散により擾乱を受ける問題があります．私たち
は，光ファイバを用いた量子通信への応用を考えて，光子の時間

位置に関する重ね合わせ状態を使った安定した量子ビットである
「タイムビン量子ビット」に基づく 3 光子もつれ状態の研究を進め，
世界で初めてこれを実現しました（2023年 2 月）（4）．「多光子タ
イムビン量子もつれ発生装置」では，量子もつれ光子源からの 2
光子量子もつれのうちの片方の光子と単一の光子を光スイッチに
入力することでこれらの光子を「もつれさせる」ことで，量子も
つれ光子源からの残された量子もつれ状態の光子との 3 光子の間
で量子もつれ状態を生成します（図 4 ）．こうして生成された 3
光子は，それぞれの光子の測定結果は完全にランダムになります
が， 3 光子の測定結果間には明瞭な相関があるという性質を持ち
ます．これを利用して，例えば量子力学の原理に基づき絶対に安
全な暗号通信である「量子暗号」を 3 者間で実現することが可能
となります．

2023年度から，総務省の国家プロジェクトである「量子インター
ネット実現に向けた要素技術の研究開発」に参加し，国立研究開
発法人情報通信研究機構（NICT）をはじめ，大阪大学，横浜国
立大学，学習院大学，東北大学とともに研究を進めています．プ
ロジェクトの期間は2027年度までですが，プロジェクトの成果の
一つとして，私たちのこのタイムビン多光子もつれを使った量子
通信のプロトタイプをお見せできるようにしたいと思っています．

Sae Woo Nam博士の思い出

研究者として心掛けていることを教えてください．

個人的な話なのですが，2024年の 1 月に，私の友人でかつての
共同研究者であった米国立標準技術研究所(NIST：National 
Institute of Standards and Technology)のSae Woo Nam博
士がご病気のためお亡くなりになりました．Sae Wooは私が米
国のスタンフォード大学で山本喜久教授の研究室で客員研究員で
あったとき，縁があり一緒に量子暗号の実験を行った仲間です．
彼は私と同世代（Sae Wooが 1 つ年上）で，夜中に実験室で研
究の進め方をめぐって激論（口論？）したりもしましたが，一緒
に素晴らしい実験結果を出してハイインパクトジャーナルである
『Nature Photonics』から出版することができ，さらに数年後に
は私がNISTの客員研究員となって米国Boulderに滞在し，共に
世界最長距離の光ファイバ上の量子テレポーテーション実験を行っ
たりもしました．その後の彼は，超伝導光子検出器の研究を分野
として確立し，量子情報実験における私たちの世代の世界トップ
研究者の 1 人となりました．彼からは超伝導光子検出器について
多くの知識，ノウハウを教わりましたが，私自身彼の研究スタイ
ルにも大きく影響されました．

何より第一に，Sae Wooは「Hard worker」でした．彼はマ
サチューセッツ工科大学（MIT)を卒業してスタンフォード大学
で博士号を取得した秀才ですが，同時に冷凍機の中の超伝導デバ

磁
化
率

図 3　 2次元イジングモデルの相転移をCIMで模擬した実験結果（図中●）



2025.6 49

挑
戦
す
る

研
究
者
た
ち

CHALLENGERS

イスの配線のような泥臭い作業を根気強く率先して行う技術者で
もありました．また，彼は当時すでにNISTのグループリーダー
でしたが，部下にだけやらせるのではなく，自分が率先して実験
を行い，その背中で部下を指導するという人でした．

何より，彼は（共同研究でスタンフォード大学に来たように）
さまざまなバックグラウンドを持つ共同研究者と積極的に交流し，
仲間をつくって研究することで，さらに自分や自分のチームを強
くする，というやり方を貫いていました．自分たちだけでなく，
私を含め共同研究者も強くしてくれたと思います．彼は自分のつ
くり上げた超伝導光子検出器を自分の車に詰め込んで米国の多く
の大学を訪問し，そこで共同研究をしていました（その後日本にも，
超伝導光子検出器を飛行機の手荷物にして来日しました）．まさに，

「外に出る」研究者でした．
私自身，こうしたSae Wooのスタイルに大きく影響されてい

ます．私は彼と同じようにハードワーカーである反面，ほとんど
1 人で実験をしていました．彼の仕事ぶりを見て，ときには「外
に出て」研究することで，より素晴らしい成果が得られ，これま
でより大きな世界に踏み出せる，といったことを意識するように
なりました．

たまには外に出よう

後進の研究者へのメッセージをお願いします．

私はSae Wooに限らず多くの方の研究姿勢に影響されていま
すが，研究のやり方は本当に人それぞれで，いろいろな人を参考
にしつつも，結局は自分のやり方をつくっていくしかありません．

とはいえ， 1 つだけメッセージを送るとすれば，「たまには外に
出よう」といったところでしょうか．「外」とは海外や他のグルー
プ，研究機関であったり，他の分野であったり，これまでの自分
の枠の外，という意味です．私自身，2003年にNTTアクセスサー
ビスシステム研究所からNTT物性科学基礎研究所に社内公募で
異動し量子の世界に飛び込んだり，2004年にスタンフォード大学
の山本グループに共同研究で滞在したり，2015年にCIMのプロジェ
クトに参加したりと何度か「外に出て」いますが，そのたびに新
しい分野に飛び込み，新しい人に会い，新しいことを学びました．
もちろん新しい分野で戸惑うことも多いですが，違う分野でこそ
私の知識やスキルが役に立つと感じることも多々ありますし，何
より研究者として新しい方向性を獲得していったように思います．
一言でいうなら，「現場でハードワークし，たまには外に出る」．
皆様の参考になれば幸いです．

■参考文献
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Kasahara: “Observing a phase transition in a coherent Ising 
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図 4　タイムビン量子ビットに基づく 3光子もつれ状態の生成
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tsuzumi を活用し，新潟県内の医療・
介護関連分野のイノベーションに挑戦

現在，手掛けている業務の概要をお聞かせいただけますか．

私は，NTT 東日本のデジタル革新本部の R&D 戦略担当と
REIWA推進PT（プロジェクト）に所属しています．R&D戦略担
当では，NTT東日本のパーパスである「地域循環型社会の共創」
のもと，地域のミライを支える価値創造事業を中心とした事業構
造への転換を図るために，オープンイノベーションを推進し自社
と外部（NTT研究所や地方大学）の相乗効果による効率的な研
究開発と付加価値の創出を基本方針として取り組んでいます．
REIWA推進PTでは，その研究開発方針・計画の実現をめざして，
先端技術を活用した地域向けのサービスやソリューションを地域
と共に創り，地域の課題解決をめざす取り組みをしています．取
り組みにあたって基本的な考え方として，共創パートナーのアセッ
トと，ネットワークの改善や地域内のクラウド等，NTT東日本の
既存アセットを活用しつつ，そこに新しい技術を組み合わせるこ
とで，地域の活性化をめざす取り組みを行っています．

2024年度から，「新潟県上越市の介護事業所における生成AI（人
工知能）を活用した業務効率化」と「新潟大学医歯学総合病院（新

潟大学病院）における生成AIを活用した業務改善/効率化」に取
り組んでいます（1）．
「新潟県上越市の介護事業所における生成AIを活用した業務効

率化」については，介護関連の人手不足が非常に深刻な課題となっ
ており，現在でもその需要に対して供給が圧倒的に足りておらず，
上越市においてもその状況は続いています．こうした中，上越市
の企画による，産学の連携協力のもとでさまざまな分野の課題解
決に取り組む団体「上越5e協議会」が発足しました．そこでの課
題の 1 つとして介護関連の人手不足への対応があり，上越5e協議
会に参画しているNTT東日本新潟支店からの相談がきっかけと
なり，上越5e協議会，介護関連システムのSIer「丸互」，NTT東
日本による共同研究として取り組みを始めました．

上越5e協議会メンバである新潟県立看護大学，上越市，総合
福祉サービス会社「リボーン」，地元企業グループ「大島グループ」
等の協力により，介護士へのヒアリングや意見交換を進める中で，
介護業務終了後にオフィスでPCによる介護記録作成・介護シス
テムへの登録業務に多くの稼働がかかり，業務負担になっている
ことが分かりました．また，介護士の中には外国人もおり，介護
記録には専門用語が頻出する非常に専門的な情報を扱うため，会
話はともかく漢字の扱いに苦労しているという話もありました．
さらに，介護記録には個人情報など機微な情報も含まれているの

2023年11月にNTT研究所が開発したLLM（Large Language Model）
「tsuzumi」が発表され，2024年 3 月に商用サービスが開始されました．
tsuzumiには，「軽量」「世界トップレベルの日本語処理性能」「柔軟なチュー
ニング」「マルチモーダル」という特徴があり，NTTグループ各社においても，
tsuzumiを活用した事業展開等に向けてさまざまな活動が活発化しています．
NTT東日本では，REIWA推進PTにおける，「NTT東日本の既存アセットを
活用しつつ，そこに新しい技術を組み合わせることで，地域の活性化をめざす
取り組み」の中で，tsuzumiの活用に取り組んでいます．REIWA推進プロジェ
クト長である清水雅史氏に，tsuzumiを活用した新潟県内の医療 ・ 介護関連分
野のイノベーションに向けた取り組みと，イノベーションを推進するための考
えを伺いました．

NTT東日本　デジタル革新本部　デジタルイノベーション部　
デジタル戦略部門　R&D戦略担当　グループリーダー／担当部長

清 水 雅 史 M a s a f u m i  S h i m i z u

NTT東日本の既存アセットを活用
しつつ，そこに新しい技術を組み
合わせることで，地域の活性化に
取り組む

URL	 https://journal.ntt.co.jp/article/34175

DOI	 https://doi.org/10.60249/25061201
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で，既存のパブリッククラウドのサーバ群に搭載された生成AIの
活用に対して慎重な扱いが必須となります．

上越5e協議会の皆さんとの議論を通じて，PCのキーボードか
ら手入力をする代わりに，スマートデバイスを経由して介護士が
音声による報告を行うことで課題解決につながるのではないかと
いうアイデアが生み出され，スマートデバイスを模擬したノート
PCからNTT版LLM（Large Language Model）「tsuzumi」を通
じて音声認識した言葉を適切に文字化する「校正」と，音声認識
した言葉を介護記録の適切な項目に分ける「仕分け」を行い，介
護記録（例：バイタル，食事，排泄，入浴など）として自動記録
する実証を行いました（2024年 8 月～2025年 3 月）．実証構成と
しては，介護システムの提供を行っている丸互の事業所に
tsuzumi（REIWA推進PTでチューニング）のサーバを設置し，
NTT東日本のフレッツ・VPN プライオ回線を経由して遠隔にあ
る介護事業所に接続し，機微な情報をセキュアに扱える環境とし
ました（図 1 ， 2 ）．

実証実験の結果として，従来の方法による介護記録作成・登録
に要する時間と，実験構成の方法による場合の所要時間を比較し，
介護士 1 人当り 1 日に記録する時間がどの程度削減できるかを評
価した結果，業務効率化は56％（39分→17分）となりました．また，
音声入力に対して，「校正」と「仕分け」がそれぞれ理解できる
内容として出力されていたら正解，それ以外は誤認識として評価
した結果，tsuzumiの正答率は78％となりました．

今後は，誤認識となった出力部分の分析を行い正答率の向上に
向けて tsuzumiの改善の取り組みを行い，スマートデバイス化・
フリーハンドによる記録をめざします．また，丸互では市中の介
護システムとの連携のためのAPI（Application Programming 
Interface）を開発し，tsuzumi を生成AIエンジンとして2025年
度に開発を行い，2026年度から上越市内の介護事業向けのサービ
ス化をめざす予定です．

新潟大学病院ではどのような取り組みを行っているのでしょ
うか．

大きく 2 つの取り組みを行っています． 1 つが tsuzumiを活用
した業務改善/効率化，もう 1 つがNTT研究所と連携した遠隔触
診の実現です．

新潟大学病院の医師と議論している中で，診療現場における各
種医療文書の作成業務が，医師の大きな負担となっていることが
明らかになりました．特に，診察中の会話を整理しながら短時間
で記録を行う必要がある点が，業務効率や記録精度の観点で課題
となっています．

ここで扱う情報は，患者の個人情報や病歴等，非常に機微な情
報であることから，日本語の精度が高く軽量であり，オンプレミ
スでPCでも動作する（クローズな環境）セキュアな tsuzumiを，
医療情報をベースとしてファインチューニングすることにより活

介護事業者A 介護事業者B

図 2　実証実験の様子

tsuzumi

図 1　実証実験構成
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用することを検討しています．
上越市の tsuzumi活用では「校正」と「仕分け」という 2 つの

技術的要素でしたが，今回の事例ではそれらに加えて「複数話者
の区分」「マルチモーダル（テキストと音声の統合）」など新たな
要素も加わる見込みです．現在は，技術的な実現性を確認するた
めの評価を進めており，2025年度には診療現場での記録支援の実
証を計画しています（2）．

また，これとは別に，日本の医療における深刻な医師不足と地
域間での医師の偏在により，特に地方や過疎地域では医師不足に
起因して，患者への医療サービスが十分に提供できないという課
題が顕在化しています．特に医師不足が顕著な新潟県内の各自治
体では，オンライン診療などの導入により対応している状況ですが，

「視覚」（映像）や「聴覚」（音）をベースとした通信での診療に
とどまっています．これに加えて，日常的に頻度の高い硬さやシ
コリなどを判断する「触診」に焦点を当て，遠隔の医者が現地の
看護師などに指示しながら遠隔触診をめざしたいと考えています．

実証に先駆けて，NTT研究所の「触診デバイス」のプロトタイ
プ と，NTT 東 日 本 の IOWN（Innovative Optical and Wire-
less Network） APN（All-Photonics Network）回線を接続し，
新潟市内100 kmの距離を想定した遠隔触診の実証を，2025年 1
月の地域ミライ共創フォーラム（NTT東日本主催）にてNTT研
究所の協力を得て展示しました（図 3 ）．今回のケースでは，山
間部などの診療所に待機している看護師が触覚デバイス機器を装
着して行った触診の感覚を，遠隔にいる医師がオンラインで触覚
データ受け取るケースを想定したものです．医師の指示に従い看
護師が患部を触り，「硬さ」などの情報は触覚デバイス機器経由
でデジタル信号に変換され，IOWN APNを介してリアルタイム（遅
延約10 ms）で医師の触覚デバイス機器に送られることで，看護
師と医師がタイムラグを感じることなく直感的に触覚の共有が可
能になります．今後は，複数の診療所を対象にこの展開を図り，
広域での診療効率化をめざして新潟県内でフィールド実証に取り
組んでいきたいと考えています．

「多様性の促進」「ハンズオン」を意識
して開発に取り組む

開発者としてのスキルはどのように磨いているのでしょうか． 

私はこれまで，オペレーションシステムをはじめとしたネットワー
クに関する開発を中心に担当してきました．そのため，スキルベー
スはネットワークに関する技術になります．こうした中で，NTT
東日本は通信事業のアセットを活用して，非通信事業において新
しい価値・事業を生み出していくことに軸足を置くようになって
きました．私自身もこの流れを意識して，どこの部署に所属して
いても，この方向性に関係する新しい技術を，自ら触れて試行錯
誤してみることを意識して，積極的に関連スキルをキャッチアッ
プしてきました．

一方で，国内外の社会やビジネスが目まぐるしく変化する中で，
自前主義で進めるには技術者，資金，そして時間といったリソー
ス面で非効率であり，外部とコラボレーションを図っていくこと
が大切になってきます．コラボレーションを進めていくうえで，
専門用語をはじめ，パートナーと会話を成立させるコミュニケー
ション力は必須であり，さらに，お客さまの課題や解決方法を導
き出す能力も必要です．自分たちのスキル・知見の得意分野と，
パートナーやお客さまの強みを組み合わせてコラボレーションし
ていくことも重要となります．もちろん，その過程においては自
らの手で試行錯誤してみることも重視しています．

開発においてどのようなことを意識しているのでしょうか． 

過去にNTT持株会社に勤務していたときの大先輩からの教え
が非常にインパクトがあり，それを常に意識しています．それは，
提供される新たな価値の大きさに着目し，それを生み出すための
手段として先端技術を活用する「価値を軸としたイノベーション」
をめざすことです．それを実現していくために「多様性の促進」「ハ
ンズオン」を意識しています．

図 3　地域ミライ共創フォーラムの展示模様
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非通信事業において新しい価値・事業を生み出していくことに
対して，社内の同質な知恵を集めているだけではアイデアは生ま
れにくいです．同じ目標に賛同する社外の異質な考えを積極的に
取り入れ，新たな発想を数多く生み出していく「多様性の促進」
が必要になります．

上越市での取り組みでは，生成AIについてのスキルを持つ私
たちと，介護関連システムのSIer丸互と，それぞれの強みを持ち
寄って議論を重ね適用先を絞り込んでいくことで，新たな活用に
向けた道筋を建てられたのではないかなと考えています．また，
地域の学術機関や地域企業に関しての深い情報やコネクション
を持ち，新しい技術を試すパートナーとしてどういった方々と組
めばよいのか，といった多くのアイデアを持つNTT東日本新潟
支店のメンバとの会話から，丸互をはじめとした今回のパートナー
の皆さんとの新たな取り組みができたと考えており，社内での異
質な知恵を集めることで良い方向につながったと感じています．

また，多様性を促進するうえでパートナーや協力ベンダと，同
じ仲間・プロフェッショナルとしてお互いを尊重し合いながら接
することも重要な要素となります．共同開発等，本来対等な立場
で推進していくべきときにも，契約書の「甲乙」を意識した言動
をよく見かけます．人の意識を変えることは非常に骨の折れるこ
とですが，新しい取り組みをしていく以上避けて通れないことで
もあり，少しずつでも前に進められるように努力しています．
「ハンズオン」は，机上の検討で決めず，現場で自ら実践し自

ら活用することです．机上の検討で時間をかけて100点を取るこ
とをめざす前に，ある程度の点を取れるのならば，まずは自ら実
践して試行錯誤することです．

上越市の事例では，当初 tsuzumiの精度は100％に近くないと使
えないだろうと想定していましたが，生成AIの進展スピードを考
慮すると少しでも早く対応したいと考え， 7 割くらいの正答率で
あることをあらかじめパートナーの皆さんへ伝えたうえで実証を
始めました．実証では，業務の当事者である介護士の皆さんから
は 7 割であってもとても助かるという話をいただきました．ハン
ズオンでできるところからスタートし，アジャイル的に動くこと
への気付きを実践から得ることができました．また，机上検討だ
けでは残りの 3 割の精度を上げる手段を見出せなかったところ，
実践を通じて改善の方向性を確認できたことで開発のスピードアッ
プにも貢献できたと考えています． 

今後どのようなことをやりたいのでしょうか． 

地域のミライを支える価値創造事業を中心とした事業構造への
転換を図るために，先端技術を活用したオープンイノベーション
を推進する仕事に関与し続けていきたいと思います．現在私は，
テクノロジ活用を軸として取り組んでいますが，地域のめざす理
想社会を実現するアプローチはさまざまあると思います．そこで，

テクノロジ以外にも軸を広げていくことで，できることをさらに
広げていきたいと考えています．その意味で，現在のマネージャー
という立場は，軸を広げていくにはいいチャンスではないかと思
います．

失敗を恐れず果敢にチャレンジする，
ファーストペンギンになる

後進やパートナーへのメッセージをお願いします．

新しいことへの取り組み，新たな価値を生み出す取り組みは，
新しいがゆえに先人がいません．先行事例があればその延長で進
めればいいのですが，先行事例もありません．新たに自分で切り
拓いていくことは，とても勇気がいることです．失敗を恐れて躊
躇することもあるかもしれませんが，行動を起こして結果を見て，
初めてそれが失敗なのか成功なのか分かるのです．場合によって
は見かけ上失敗なのかもしれませんが，失敗から得ることもたく
さんあり，視点を変えればそれが成功につながることも多々あり
ます．だからこそ，失敗を恐れず果敢にチャレンジする，ファー
ストペンギンになりましょう．また，先端技術の活用に際しては，
チームメンバが常に技術を貪欲に理解し，使いこなせるようにし
ていくことも大切です．

私たちNTT東日本は，地域の企業や大学・研究機関の皆様と，
一緒になって新しいことに取り組んで価値創造することで，地域
の活性化につなげていきたいと非常に強い思いを持っています．
そのためにも新しいことに果敢にチャレンジしていきますので，
共同研究のパートナーの方々には，それに賛同していただき，地
域の課題解決に向けた仲間としてお付き合いいただければと思い
ます．

■参考文献
（1）	 https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/2020328_01.html
（2）	 https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/20250526_01.html
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ニューラルネットワークを活用し，
コンピュータでも人間のように
音声の選択的聴取を可能にする
私たちはたくさんの音に囲まれて生活しています．人間は複数の人が同時に
話しても特定の声を聴き分ける「選択的聴取」ができますが，コンピュータで
は困難でした．もしコンピュータで特定の音や声だけを抽出できれば，雑音を
消し，呼び鈴や電話の音だけをヘッドホン越しに聞くことができるなど，在宅ワー
クの方や視覚や聴覚のサポートが必要な方など多方面への貢献につながります．
今回は複数の話者の中から特定の声を抽出する技術の開発に成功したマーク・
デルクロア特別研究員にお話を伺いました．

◆PROFILE：2007年北海道大学大学院情報科学情報科学研究科博士課程修了．博士（情報科
学）．2010年日本電信電話株式会社入社．以来，音声強調，音声認識，目的話者抽出等の音声・
音響信号処理の研究に従事．IEEE，日本音響学会の各会員．

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
特別研究員

複数人の会話音声の中から特定の人の声だけを
抽出する技術

■どのような研究をされているのか教えてください．
大きな研究テーマとしては，複数の音の中から特定の音だけを
抽出する「音声の選択的聴取」の研究をしています．私たち人間は，
さまざまな場面において「音」から情報を収集しています．また，
PCやスマートフォン，ボイスレコーダなどに話し掛け，録音して
音声の文字起こしをすることもあると思います．私たちの研究グ
ループでは，ユーザ 1人のみの話を理解するだけではなく，人々
の自然な会話の中で，コンピュータが人のコミュニケーションを
理解し，サポートしてくれるような技術を実現したいと考えてい
ます．
私たちの日常の生活ではいろいろな音が頻繁に飛び交っています．

その中には聞きたい音もあれば，聞かなくてもいい音も含まれて
いますが，すべての音が耳に入ってきます．例えば，オンライン
で会議をしているときに，電話や外のサイレンの音，犬の鳴き声
や家族の生活音など，そのときは聞こえなくてもいい不要な音が
聞こえてくることがありますが，通常私たちは会議音声だけを聞
きたいものです．このような場合でも，私たち人間は，基本的に
聞きたい人や音に注目して，必要な音を優先して聞くことができ
ます．これは選択的聴取と呼ばれていますが，私はその能力をコ
ンピュータでも再現したいと考え，複数人が話している中で聞き
たい人の声だけを取り出す技術の開発に取り組んでいます．
この技術はいろいろな技術と組み合わせて，さまざまなユースケー

スに応用することができます．例えば音声認識技術と組み合わせ
ることで，複数の話者の声の中から 1人の声だけを抽出し，その
人が話した言葉だけを文字にすることができます．さらに，こう
したユースケースのほかにも，多くの音が鳴っている中で人の声
に限らず電話や犬の声など，聞きたい音だけを抽出する技術にも
拡張しています．
私はこの研究を2017年ごろから行っており，「声の特徴に基づいて，

複数人が話している中で特定の話者の声を抽出する」ことに成功
しました．例えば 2人で話している音声のデータから特定の話者
の音声を抽出する場合，まず聞きたい話者（目的話者）の音声を
事前に録音し，ニューラルネットワークを用いてその話者の「音
声の特徴」を分析し学習します．そして複数人の音声が混ざった
データから，このニューラルネットワークを使って，目的話者の
声の特徴に合致した音声を抽出します．
これは複数人の声や雑音が混ざった音の中から，声の特徴に基
づいて目的話者の声だけを抽出できる「SpeakerBeam」という
技術です（図 1）．この技術の特長としては，何人が話しているの
か分からないような場合にも適用することが可能です．すなわち，
話者が 2人ではなく 3人以上いた場合でも，その混合音声の中の
特定の人の声を抽出することが可能です．
また，この技術では，どのような音声でも平均的に良い精度で
抽出できている一方で，女性どうしや男性どうしなどの似たよう
な音声の場合に性能が落ちることも判明しています．開発当初か
ら技術は進化しているため，このような場合でもある程度の性能
改善はできているのですが，どうしても声が似ていると区別が難

マーク・デルクロア M a r c  D e l c r o i x

URL https://journal.ntt.co.jp/article/34173

DOI https://doi.org/10.60249/25061301
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しくなります．その打開策として，録音した音声データだけでは
なく撮影した動画データも利用し，唇の動きも手掛かりにするマ
ルチモーダルバージョンも提案しています．これにより似たよう
な音声が混ざっている場合でも抽出したい話者の声を安定して抽
出できるようになりました．

■ご自身の研究ならではの強みを教えてください．
私は元々，特定の話者の声に音声認識システムを適応させて，

音声の文字書き起こしの性能を上げるという，音声認識の研究に
取り組んでいました．私たちの研究グループは，音声認識のチー
ムと音声強調(雑音除去や音源分離など)のチームで構成されて
います．私の音声認識における話者適応技術と音源分離のニュー
ラルネットワーク技術を組み合わせれば，特定の人の声を抽出で
きるのではと考えて新たな研究を始め，SpeakerBeamを発明す
ることができました．異なる研究分野の人が集まって同じグルー
プで研究をしたからこそ世界初の技術が生まれたと考えています．
さて，私たちのSpeakerBeamは汎用性のある技術であり，
SpeakerBeamの仕組みを使うことで，聞きたい音声だけではな
く特定の(音声以外の)音も抽出できることも強みです．その強み
を活かし「SoundBeam」という技術も提案しました．例えば在

宅勤務のときに，外でサイレンが鳴っていたらその音は雑音になっ
てしまいます．一方で，車を運転しているときにはサイレンは重
要な音ですので聞こえるようにしなければなりません．このよう
に状況に合わせて快適な選択的聴取を行うため，多くの音を学習
して扱える音の種類を拡張させ，コンピュータに「このような場
合にはこの音が聞きたい」と入力しさえすれば，その音は聞こえ
て他の音は消す，ということを実現しようとしています（図 2）．
この技術が実現できれば多くの応用先があると考えており，例
えばイヤホンやヘッドホン，補聴器などのヒアリングデバイスの
ノイズキャンセリング機能をカスタマイズすることができます．
また，車の中で音楽を聞きながらクラクションやサイレンの音を
強調させる，という設定も可能になります．ほかにも動画などの
音声トラック編集で，強調したい音を抽出させて聞こえやすくす
るようなことも，ニーズがあるのではないかと思っています．
一般的にSoundBeamは，音の種類を特定することさえできれ

ば，抽出できる精度は高くなるのですが，「学習した音の種類」
しか抽出できないというデメリットがあります．例えば犬や猫の
鳴き声を学習しておけば音声データから犬や猫の鳴き声を抽出で
きますが，未学習のライオンの鳴き声は抽出できません．これに
対して私たちは，未学習の音を適宜追加していく技術も提案して

図 1　声の手掛かりに基づく話者抽出SpeakerBeam
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います．この技術は，研究を始めてから 5年も経っていない新し
い研究領域なので，まだまだ発展の余地があると考え，研究に取
り組んでいます．

SpeakerBeamやSoundBeamで 
雑音環境下でも快適に

■この研究の成果や，これからの展望を教えてください．
この研究が，人の生活に役に立つ研究になればと考えています．
いろいろな音が飛び交っている中でも重要な音を選別し，その音
で表現される情報をしっかりと認識できるようにする，というこ
とが目標です．
例えば赤ちゃんが泣いているのは聞こえるけど，テレビの音は

聞こえないようにしたり，電話やテレビ会議などで自分の声が伝
わりやすくなったりすることで，日々の生活で負担に感じていた
ことが解消されより快適に暮らせるのではないかと思います．
生活以外の場面でも，例えば記者の方と話していると「ボイス

レコーダでいろいろな会話や講演を録音した際に，聞きたい人の
声だけを綺麗に抽出できたら楽なのに」という意見を聞きます．
近年では自動翻訳など多くのAI（人工知能）技術が生まれ日々

進歩していますが，音が多く賑やかな環境で使うと，どうしても
翻訳の精度が落ちてしまいます．もちろん各技術の性能は良くなっ
ていますが，雑音と人の声は簡単に区別ができても「複数人の声」
は背景雑音の特徴とは異なるため，システムが目的話者の音と複
数人の声を区別することは必ずしも容易ではありません．しかし，
私たちが研究している技術をうまく使うことができれば，将来的
には，賑やかな場所で自動翻訳を使うときでも相手の声を綺麗に
聞き取って正しく翻訳できたり，会議で誰が何を話したかを正確
に区別して議事録を作成できるなど，さまざまな応用拡大の可能
性があると考えています．
このように音を聞く多くの場面において，さまざまの人の役に
立つにはどうすればよいのかを考えながら，音声抽出の精度向上
に取り組んでいます．

■研究における課題やポイント，解決すべき問題を教えてくだ
さい．
この技術の研究を始めた当初は，基本理論を確立させることが
まずは重要でした．その後，実際に2018年のNTT コミュニケー
ション科学基礎研究所オープンハウスで私たちの音声抽出のデモ
ンストレーションをすることになりました．そこでは，お客さま

1Copyright 2025 NTT CORPORATION

図2 任意の音の選択的聴取 SoundBeam

SoundBeam

目的音抽出
Neural net

音特徴変換

音特徴

人の声の選択的技術 SpeakerBeam を任意の種類の音に拡張

混合音声と聞きたい音の特徴を
入力し，その特徴に合致した音
を抽出

聞きたい音の種類

抽出音

聞きたい音の種類の特徴を表す
音特徴を計算

さまざまな音の混合音

図 2　任意の音の選択的聴取SoundBeam
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がたくさん入って雑音も多いリアルな環境においてもうまく動作
することが確認され，私たちの技術は理論上だけでなく実環境で
も動作することが分かりました．
しかし，まだいくつかの課題が残っており，先ほど説明したよ
うに「扱える音の種類」を拡張することが，今後さらに必要にな
ります．すでにある程度は拡張できたり，対応できたりすること
は分かっているのですが，精度・性能向上のためにはもっと多く
の音の種類を学習できるようにしていかなければならないと思っ
ており，今後の課題の 1つです．
ほかにも録音環境の問題もあると思います．静かな場所や，か
なり賑やかな場所，特殊な音が鳴る場所など，環境がダイナミッ
クに変わることを想定しなければなりません．実験環境に限らず，
さまざまな録音環境でも正しく動作する技術にしなければ，実際
に活用することはできません．そのため，録音環境によって自動
的に処理を変える必要があることも考えて研究しています．例え
ば家ならばこういう音が想定されるし，オフィスであればまた別
の音が想定される，といったことに対応するため，聞きたい音の
種類に加えて，どのようなシーンなのかを条件付けられる技術も
必要です．
また，声の抽出についても，私たちとしてはまだ品質に満足し
ているわけではなく，より高品質な音・リアルに近い音で抽出す
ることもめざしています．
もう 1つ，音声抽出の活用を想定するデバイスとして，イヤホ

ンや補聴器が考えられますが，耳にはめるような小さいデバイス
で私たちの技術を使うためには，ニューラルネットワークのパラ
メータ数も重要になってきます．近年ニューラルネットワークの
性能は向上しているとはいえ，小さなデバイスの計算処理能力は
限られているので，小さいデバイスでも高い精度での動作を保て
るように技術を向上させていかなければと思っています．

■最後に，若き研究者・学生の方々へメッセージをお願いします．
研究には，理論の検討から実システムでの検証など，いろいろ

なフェーズがあります．私は，SpeakerBeamやSoundBeamに
おいて，理論の創出とデモンストレーションシステムの開発の両
方に携わりました．音声抽出の理論ができたこともうれしかった
のですが，さらにそれが実環境でも理論どおりに動くことが分かっ
たことは，格別の喜びがありました．このように研究では，世の
中に対して理論から実践まで多様な貢献の仕方があり，いろいろ
な達成感が味わえます．

また，私はNTT研究所の同僚やインターン生，複数の大学と
の共同研究など，これまで多くの人と一緒に研究してきました．
現在も，チェコやドイツ，米国などの大学と共同研究を行ってい
ます．海外の大学だけではなく，NTT内でもさまざまな研究所が
あり，音声を扱っている研究所はいくつもあるので，密接に連携
しながら一緒に研究をしています．NTTの研究所は実装力も高く，
前述のオープンハウスのデモンストレーションの対応も研究所の
サポートで実現できました．研究も開発もできる能力の高い研究
者と一緒に研究ができるのは，とても恵まれた環境だと感じてい
ます．
さらに，NTTは日本の中でもグローバルな環境で研究ができる

ことも特徴です．私たちのグループもグローバルに研究活動をし
ており，海外からの優秀なインターン学生も多く来てくれますし，
国際的にも有名で優秀な研究者が何人も在籍しています．この状
況はすごいことだと思います．若い研究者や学生の皆さんには，
困ったことがあっても 1人で抱え込まないで，たくさんの人と話
してほしいです．研究は 1人で作業するイメージが強いように感
じます．人によりますが， 1人で研究して成功する人もいれば，
いろいろな人と話して，いいアイデアが生まれて成功する人もい
ます．私としては悩んでいるときこそいろいろな人と話して，そ
のときに生まれた多くのアイデアをうまく使い，楽しんで研究で
きることが一番大切なのではと思います．

（今回はリモートにてインタビューを実施しました）
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組込み開発をベースに，NTT DATAの技術を
活かし，「アプリケーション開発」「IT基盤」「デ
ジタルソリューション」の 3 軸で事業展開

■設立の背景と会社の概要について教えてください．
NTTデータ ニューソンは，1974年 2 月21日に設立された「日
本アプリケーション株式会社」を前身とし，その後ニューソン株
式会社となり，2001年に富士ゼロックスと，さらに2005年にNTT
データとそれぞれ資本提携および業務提携を行い，業容を拡大し
てきました．2017年 6 月にNTTデータ先端技術の子会社として
NTT DATAの一員となり，社名も「NTTデータ ニューソン」に
変更しました．そして，2024年 2 月には創立50周年を迎えました．
社名にある「ニューソン：NEWSON」は，ニュートンとエジソ
ンの名前を掛け合わせたもので，科学者ニュートンの確固たる技
術力，そして発明家エジソンの柔軟な発想を信条に，1974年の設
立以来，システムインテグレータとしてソフトウェアとハードウェ
アの融合を行っています．
当社は，"Best IT Partner"をビジョンとして掲げており，誇り

を持ったプロ集団として挑戦を続け，お客さまの発展にこたえ，
さらに社会のために新たな価値を創造するために努力を続けてい
ます．国内 4拠点，587名（2025年 4 月現在）の社員の力により，
業種や業態を問わず幅広い分野と最新テクノロジに対応し，お客
さまに最適なソリューションを提供しています．

■どのような事業展開をしているのでしょうか．
当社は，得意領域の技術をベースとして，「アプリケーション
開発」「IT基盤」「デジタルソリューション」の 3つを事業の主軸
に置いています（図 1， 2）．
「アプリケーション開発」では，豊富な開発経験や蓄積された
ノウハウに裏打ちされたソフトウェアエンジニアリング力および
プロジェクトマネジメント力により，金融，製造，流通などの多

図 1　NTTデータ ニューソンの事業領域

NTTデータ ニューソン
上原智社長

NTTデータ ニューソンは，組込み開発を得意とする「日本アプリケーション株式会
社」を前身とし，NTT DATAの技術力を駆使して，「アプリケーション開発」「IT基盤」
「デジタルソリューション」の 3軸で事業展開するシステムインテグレータです．2024年
に創立50周年を迎え，その歴史を基盤にお客さまの“Best IT Partner”をめざす活動と，
AI（人工知能）をはじめとする新技術を活かしたオファリング投入による新規のビジネ
ス領域と新規のお客さま獲得，そのための人材育成に対する考えを上原智社長に伺いま
した．

株式会社NTTデータ ニューソン
https://www.newson.co.jp/

科学者ニュートンの確固たる技術力，そして発
明家エジソンの柔軟な発想を社名に託す，創立
50周年超のシステムインテグレータ

URL https://journal.ntt.co.jp/article/34171

DOI https://doi.org/10.60249/25063001
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種多様なビジネス分野のお客さまのニーズに即し，Web系，オー
プン系，モバイル系などのさまざまな業務アプリケーションを開
発・構築します．また，高品質な業務アプケーションの基礎とな
るアプリケーション基盤の設計から構築を得意としており，その
ために必要なアーキテクチャ設計，フレームワーク選定，開発標
準プロセスやツールの導入支援なども行っています．
「IT基盤」では，「クラウドインテグレーション」「ミドルウェ
ア基盤」「運用管理」の 3つを主軸に置き，お客さまの業務を支
援しています．
近年のDX（デジタルトランスフォーメーション）化やクラウ

ドの進展により，クラウドネイティブ技術の活用が進む中，当社
ではパブリッククラウドを中心とした基盤構築や運用改善を支援

する「クラウドインテグレーション」を提供しています．また，
IoT（Internet of Things）やDXで活用される大量データの処理
に向けたOSSベースの「ミドルウェア基盤」構築支援も行ってい
ます．さらに，運用自動化やセキュリティ対策を含む「ITシステ
ム運用管理」により，お客さまのDX推進を総合的に支援します． 
「デジタルソリューション」では，「アジャイル」「モビリティ
ソフトウェア開発」「ビッグデータ」の 3つの領域でお客さまの
ビジネスの成長を支援しています．
「モビリティソフトウェア開発」では，車載制御やADASなど
の先進領域で豊富な実績を持ち，Automotive SPICE準拠の開発
プロセス導入も支援します．また，変化の激しい市場に対応する
「アジャイル」開発を専門組織と認定資格者によって支援し，迅
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図 2　得意領域の技術
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速な価値提供を実現します．さらに「ビッグデータ」領域では，
TableauやSnowflake，Databricksなどを活用し，データ基盤
構築から分析・可視化までを一貫して提供します．

AI技術を新たな技術の柱として，顧客課題，そ
の先の社会課題を解決することで，お客さまの
真のパートナーとして伴走をめざす

■市場環境はどのような状況でしょうか．その中，どのよう
な事業に注力されていますか． 
国内IT市場におけるユーザ企業の投資意欲は高いレベルを維持

しており，当社を含むNTT DATAにとって追い風となっています．
さらに，生成AIの登場により，これまで適用領域が限られていた
AI技術のビジネス活用が大きく進むことが期待されており，技術
を武器とする当社にとって大きなビジネスチャンスとなるととら
えています．
NTTデータ ニューソンは，NTT DATAの中でも組込みソフト

ウェアから最新技術を使った業務アプリケーションまで幅広く対
応できるという特長を持ち，それを強みとしている会社です．当
社はこれまで半世紀以上にわたり，その技術力を武器にお客さま
の課題を解決し，単なるベンダではなく，ITパートナーとなるべ
く努力してきました．今後は新技術への対応力をさらに強化し，
お客さまが直面している課題のさらにその先を見据えた提案がで
きるコンサルティング力を高めることで，長期的なパートナーシッ
プを拡大し，市場の成長を上回る持続的成長を実現したいと考え
ています．
こうした中，今後の普及・展開が期待される，①次世代モビリ
ティ開発，②生成AIに注力していきます．
経 済 産 業 省 と 国 土 交 通 省 は，2030年，SDV（Software 

Defi ned Vehicle）日系シェア 3割を目標とするロードマップを
含む「モビリティDX戦略」を2024年 4 月に発表しました．通信
機能を持つ自動車の普及が進み，これまでOTA（Over the Air）
によるアップデートが可能であったインフォテイメント系などに
加え，制御系などの車載ソフトウェアもOTAによるアップデー
トが可能となってきています．急速に高性能化，高機能化する自
動車（SDV）に搭載される車載ソフトウェアは，ハードウェアと
ソフトウェアの分離が進む中で，より複雑さが増しており，2030
年のロードマップに向けてSDV国際競争力維持のためにも開発

スピードを高める必要があります．
「次世代モビリティ開発」は，SDV開発・モビリティサービス
開発・データ利活用領域がそれぞれ必要となりますが，SDV開
発には組込み開発技術，モビリティサービス開発にはアジャイル
での開発技術（アジャイルタレントプール），データ利活用にはビッ
グデータのプロフェッショナル（長年のノウハウの蓄積・
Tableau/Snowflake/Databricksなど）といった，当社が得意
とする領域です．こうした技術力をNTT DATAと連携して活用
し，今後のモビリティ分野におけるDXを共に推進していく一員
となるべく，日々技術力の向上に努めています．
「生成AI」のビジネスにおける利用ケースは 2パターンあります．
顧客変革と開発者変革です．顧客変革は，例えばエンドユーザが
利用しているアプリにおいて入力を補助するなど，顧客側の体験
の変革を指します．一方で開発者変革は，ソフトウェア開発にお
いて，AIの力を用いてより高度な開発を実現することを指してい
ます．
当社には30名程度のAI開発者が在籍しており，さまざまな業
界からの引き合いに応じたいろいろな案件に対応しており，事業
領域の 3つの軸の中で，AIに関する取り組みを強化していきます．

■今後の展望についてお聞かせください．
NTTデータ ニューソンはこれまでも中期経営計画（中計）を
策定してきていますが，2025年は2027年までの新中計がスタート
します．
新中計では，これまでに蓄積してきた技術と実績を最大限に活

かして従来ビジネスを拡大すると同時に，AIをはじめとする新技
術を活かしたオファリングを投入し，新規のビジネス領域と新規
のお客さま獲得に積極的にチャレンジしていきます．
それに向けて，なくてはならないのはビジネスを支える人材の
確保ですが，IT業界全体で人手不足と売り手市場が続いており，
当社にとっても厳しい状況が続いています．新中計では，新卒・
経験者共に採用を強化するとともに，社員の自律的な成長に向け
た新たなキャリアモデル制度をスタートさせ，社内にとどまらず，
市場でも高く評価される人材の創出と定着率の向上を図ります．
さらに働き方改革，労働環境の改善にもより積極的に取り組むこ
とで社員のQoL（Quality of Life）を向上し，人と会社が共に成
長し，発展する姿を追求していきます．
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NTT DATA NEWSON

セキュリティに配意した生成AIアクセス環境を整備
し，PoCによる知見を集約してお客さまにサービス
を展開

AIビジネス推進室

長谷川 貴士　さん

■担当されている業務につい
て教えてください．
AIビジネス推進室でAIビジネ

スの方向性検討，R&D活動を
行っています．
AIビジネスに関しては，生成
AIに関する導入事例も増えています．その内容を調査・分析し，
社員の業務効率の向上とAIリテラシの向上をめざして，社内向け
にセミナーの開催などを行っています．また，ChatGPTなどは
社内OA環境からは直接アクセスできない場合があるほか，機密
情報の扱いに関する懸念もあるため，社内OA環境からアクセス
可能なAIチャット環境を構築しています．
さらに，お客さま向けには「行政の生成AI利活用」の開発案
件など，高度な案件にNTTデータ，NTTデータ先端技術と共に
参画しています．このほか，NTT研究所が開発したLLM（Large 

Language Model）「tsuzumi」の精度向上や評価，AIエージェ
ントツールの評価といった要素技術のR&Dに近い案件から，バッ
クオフィス業務への適用トライアルのような実際のユースケース
を検討・実装する案件まで，幅広く対応しています．
生成AIを活用し ていくうえで，事実に基づかない情報を生成

するハルシネーション，AIスキルを持つ人材の確保，生成AI活
用に関する知見の集約，ユースケースの開拓とビジネスへの展開
といった課題があります．また，生成AIをビジネスの中で活用し
ていく際には，その出力に揺らぎがあるため，100％の精度を前
提に業務を代替するのは現時点では困難です．これらの課題に対
しては，実践をとおしたPoC（Proof of Concept）等による検
証が不可欠です．その中で，単に精度を求めるのではなく，お客
さまと共に「どのような品質が必要なのか」「どの程度の自動化
が実用的か」といった視点で議論を深めながら，ケースごとに最
適な活用のあり方を見極めるとともに，それを知見として集約し
ていくことで対応していきます．また，将来的に社外向けに生成
AIソリューションを提供していくために，まずは社内でノウハウ
の蓄積をし，今後につなげていくつもりです．

■今後の展望について教えてください．
NTT DATA全体の知見を活用することで，ただつくるだけで

はなく，セキュリティやガバナンスといった重要な品質基準を満
たす「ものづくり」を提供していきます．

担当者に聞く

■札幌に拠点開設，さらに本社移転も
2025年 6 月，北海道・札幌に新たなオフィスが開設されます．NTTデータ ニューソンにとって，北海道は，東海・関西・九州に続く地
域拠点であり，地域の優秀な人財の採用・育成を目的に立ち上げたそうです．
札幌拠点は，NTT DATA各社と連携を図りながら，SDV（Software Defi ned Vehicle）開発の中核となる拠点として，ダイバーシティ
＆インクルージョンを重視した事業展開を進めていくとのことです．
地元とのつながりを大切にしながら，従業員のエンゲージメントが高い拠点をめざして，これからのモビリティ社会を支える仲間と一
緒に，札幌の地で新たな一歩を踏み出す意気込みが伝わってきます．
さらに，2025年12月には本社の移転も予定されており，NTTデータ ニューソンの勢いはますます増していくことでしょう．

NTTデータ ニューソン ア ･ラ ･カ ･ル ･ト
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新規事業創出に向けたAI技術者育成
NTT東日本ビジネス開発本部では， 7 年前にAI（人工知能）の内製化を目的として専門チームを立ち上げました．現在ではAI
の世界的コンペティションサイト「Kaggle」で金メダルを取得する社員を 3 名輩出するなど，ハイクラス技術者が多く育ってき
ています．またAIを活用した事業創出にあたっては，専門技術者の育成だけでなく，全社的なAI知識の底上げも必要ととらえ，
社内の裾野を拡大させる取り組みも実施してきました．本稿では，チームビルディングや人材育成，社内啓発の取り組みに加え，
AI技術者が実際にどのような事業に携わっているのかについて紹介します．

NTT東日本ビジネス開発本部の
AI内製化チームについて

NTT東日本ビジネス開発本部のAI（人工知能）内製化チームは，
AI分野での新規事業創出におけるキャッシュアウト抑止・開発期
間短縮・持続的な競争力向上等を目的に 7年前に発足しました．
現在は22名の社員がチームに在籍しており，このうち14名が新卒
もしくは中途でデータサイエンティストとして採用された社員で
構成され，高い内製化スキルを発揮し活躍しています．
チーム発足当初は他企業や大学等との共同研究を通じ技術力を
高め，現在は後述の “オンライン資格試験におけるカンニングな
どの不正を検知する挙動検知AI” や “データ統合エコシステム”
等の事業としての取り組み事例を創出するまでに至りました．
このような成果に至るまで，チームビルディングをはじめ，技
術者の研鑽や，技術者主導の他組織へのスキルの展開の取り組み
等，さまざまな活動を積み重ねてきました．以下では，これらの
取り組みについて紹介します．

AI内製化チームのチームビルディング

はじめに，AI内製化チームのチームビルディングに向けて，注
力してきたのは，マネージャ自身のスキル向上です．専門家集団
であるAI内製化チームを牽引していくためには，マネージャが作
業レベルまで具体的に指示できること，そして技術者と対等にコ
ミュニケーションを取れることが重要です．
その実現に向け，例えば，週 2回の機械学習研修への参加，統
計検定 2級の取得をめざしての独学による学習など，約 1年間に
わたって知識の習得を図りました．この取り組みにより，マネー
ジャへの報告等の際にAI技術者が，分かりやすい説明資料をつ
くる必要がなく，作業の出来高をそのままアウトプットできる環
境が整いました．また周囲への説明のために一般的に分かりやす
い資料などが必要であればその作業をマネージャ側で補完するこ
とが可能となり，“技術者が専門性の発揮に専念できる” 体制の
構築を実現しています．マネージャ自身に相応の学習や努力が求
められますが，技術者集団のマネジメントにおいては重要な要素
でした．
また，AI技術者の育成面での工夫を 2点紹介します．
1点目は，研鑽するための環境を手厚く整備することです．AI

技術者には，真面目で努力を惜しまない一方で，新しいことへの
挑戦に対して一歩踏み出すことが苦手な傾向がみられました．そ
こで研修の企画，コミュニティへの参加，発表機会の提供等によっ
て，研鑽のきっかけを「挑戦」ではなく「努力」ととらえられる
かたちで提供することで，自発的な成長につながる環境づくりを
行いました．もちろん，その状態が最終目標というわけではなく，
成功体験を通じて自信を得たうえで，その糧から自らで挑戦がで
きるようになるという好循環にもっていくことが重要です．取り
組みの中では，上手くいかないこともありましたが，結果として，
挑戦への心理的障壁を下げ，自信をつける機会を創出できました．
2点目は，個々人に対して背伸びして届く明確なキャリアアッ

プ目標を設定することです．人は目標が低すぎると退屈に，高す
ぎると不安を感じて努力を継続できないため，各技術者の志向性
や適性を踏まえた現実的かつ挑戦的な目標設定とすることが重要
です．この過程においては，マネージャ自身が経験してきた失敗
や学習の過程を基に，個々人に対して複数の選択肢を提示するこ
とで，納得感のある目標設定を支援しています．これらの取り組
みにより，チーム全体として高いモチベーションを維持しながら
研鑽に取り組む文化が醸成され，育成面で一定の成果が得られて
いるととらえています．

AI技術者の研鑽とチームの成長

チームとしてAI技術者の研鑽を積極的に支援し，個々の研鑽
がチーム全体の成長につながるよう雰囲気づくりをしてきました．
ここでは「KaggleMaster」を獲得した社員の事例を交えて紹介
します．
Kaggleとは機械学習やデータサイエンスに携わっているAI技
術者の世界的なプラットフォームで，ここで開催されるコンペティ
ションで優秀な成績を獲得するとKaggleMasterなどの称号が付
与されます．KaggleMasterの称号を持つ技術者は国内では現在
300人程度しかいません．それだけ価値のある称号であるため，チー
ムからこれを獲得する技術者を輩出することは，本人の技術力向
上のみならず，チーム全体の研鑽意欲の向上やチームのプレゼン
ス向上等，さまざまな効果が期待できます．
チーム内で多くのAI技術者がKaggleに参加しつつも，なかな
かKaggleMasterの称号獲得には至らない中，ある社員が社外の
Kaggle参加者のコミュニティに参加するなどかなり意欲的な取

URL https://journal.ntt.co.jp/article/34169

DOI https://doi.org/10.60249/25063101

NTT東日本
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り組みを開始しました．これを後押しするかたちで，コンペティ
ション参加のための計算資源の準備やイベント参加のための出張
手配等，チームとして積極的なバックアップを実施しました．そ
してその社員がチームとして初めて2024年 4 月にKaggleMaster
の称号を獲得すると，それが道標となって，その後さらに 2名の
社員がKaggleMasterの称号を獲得するに至りました．このよう
な雰囲気を追い風に，資格取得に向けたゼミ形式での勉強会の実
施等，幅広い研鑽機会創出の取り組みを展開し，現在は統計検定
1級等の高難度の資格を取得する社員が多数在籍する技術集団へ
と成長しています．
称号や資格取得等の研鑽はもちろん素晴らしいことですが，そ

もそもの目的は新規事業を創出するためのAI技術者育成であり，
そこで得た知識・技術がどのように業務に活かされているかが重
要です．例えば実業務においては，Kaggleのコンペで上位 1 ％
に入るために必要な小数点以下数桁のレベルで精度を高めるよう
な作業を求めることはあまりなく，それよりも実装面・運用面で
継続的な改善提案をできるような仕組みを考えることが求められ
ます．一方で，評価方法から手法を逆算してアプローチする，手
法の手数の多さ，立ち止まってゼロから見直すことの有効性等，
研鑽を通じて学んだ考え方やテクニックは業務におけるパフォー
マンス向上にしっかり寄与しています．
また技術面以外でも，称号や資格取得等により周囲からの信頼
や期待が高まり，発言力の強化や，技術者間のネットワーク拡大
といった面でも大きな成果が確認されています．
現在，NTT東日本Kaggler会という社内コミュニティを立ち上

げるなど，研鑽の取り組みの輪をさらに広げようとしています．
これからも引き続き優秀な技術者が出てくることを期待しつつ，
技術者の研鑽が単なる技術力の向上にとどまらず，しっかりと業
務に活かされるよう支援していきます．

裾野拡大の取り組み

優秀なAI技術者の存在だけでは新規ビジネスの創出にはつな
がりません．新たなビジネスを生み出すには営業などの他職種と
のシナジーが重要であると考え，全社的な知識の底上げにも取り
組んでいます．
その取り組みの 1 つが「KatarAI（カタライ）」です（図）．

KatarAIは月に 1回程度の頻度で，昼休みにラジオ感覚で基礎的
なAI知識や技術トレンドについてAI技術者がユーモアを交えて
発信するというもので，AIに対する心理障壁を下げることでの裾
野拡大や，組織横断的なコミュニケーションと，社員どうしの横
のつながりを構築する等を目的に開始しました．また，社員によ
る自発的な企画・発信を通じて，プレゼンテーションスキルの向
上にもつなげています．
KatarAIでは，AIに興味があるが案件などに携わる機会がなく
勉強しようにも何から手を付けてよいのか分からず二の足を踏ん
でいる社員や，すでにAI案件に取り組んでいるが，より知識を広
げたい・深めたいと考えている社員等，幅広い層に視聴してもら
えるようコンテンツを展開しています．例えば，「AIに絵を描か
せてみた」や「チョコレートを食べるとノーベル賞がとれる（相
関と因果の話）」等のキャッチーなタイトルのものから，「G検定
のすゝめ」等の実用的なテーマまで，バリエーション豊かに企画
しています．Teamsによる配信形式で，参加条件・出欠管理な
しで誰でもいつでも気軽に参加可能とし，配信中に運営メンバー
がチャット機能を使って内容を補足したり，時にはユーモアを交
えたコメントで盛り上げたりと，自由にディスカッションできる
ような環境・雰囲気をつくることで，配信を盛り上げました．
これまでに全13回の配信を実施し，同時視聴者数は最大で600人，
平均で300～400人，登録者は1000人を超えました．若手から役員
まで，幅広い層の参加があり，多くの社員にAIに興味を持っても
らうことで，全社的なAIリテラシー向上に寄与しています．
2025年度は，今後事業で役に立つことが多くなると思われるデー

図　KatarAI実施模様

NTT EAST
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タ分析やマーケティング領域に新たに力を入れる計画です．この
ような機会を通じ，AIの知識を有する社員を増やし，AI技術者
と連携できる環境をつくることで，事業におけるAI活用のQCD（品
質，コスト，納期）全体の向上をめざしていきます．
今後もこのKatarAIをはじめ，より多くの社員がAI技術を理解

し活用できるよう，さまざまな施策を展開していく方針です．

具体的な創出事業事例

実際に私たちのチームがこれまで行ってきた創出事業と，現在
の取り組み状況について紹介します．
実用化されている事例としては，オンライン資格試験における

カンニングなどの不正を検知する挙動検知AIがあります．これは
コロナ禍で従来の集合形式の資格試験が実施できなくなり，自宅
などからオンラインでの受験のニーズが高まる一方で，オンライ
ン受験においては受験者を監視することができず，替え玉受験や
カンニングなどの不正行為を防ぐことが難しいという課題を解決
するために開発したものです．CBT（Computer Based 
Testing）方式での資格試験で実績のあるイー・コミュニケーショ
ンズ社との共同開発でサービス化したものですが，不正を検知す
るAIモデルについては，NTT東日本社員の内製稼働だけで開発
を行っています．不正検知方法としては，PCのカメラをオンに
することを受験条件として，そこで取得した受験時の受験者の顔
の角度，目線，音声等を解析し，不正パターンに該当するものを
検知するというものになっています．NTT東日本の社内資格試験
で実証を行い，そこで得られた知見などから精度を高め実用化に
至ったもので，イー・コミュニケーションズ社のサービスを介して，
TOEICのオンライン試験にも活用されています．
また現在，チームでもっとも力を入れている事業として，デー
タ統合エコシステムの取り組みがあります．データ統合エコシス
テムは，お客さまのIT環境やサービスのご利用状況等，社内外の
さまざまなデータを分析・活用して，質の高い提案や満足度が高
いサポートの実現をめざすデータ基盤です．これまでは多様なデー
タの収集・蓄積に注力してきましたが，2025年度から本格的にデー
タ活用の段階に入りました．データ活用の取り組みの 1つとして，
業種・従業員規模や現在のIT環境が異なるお客さまに，受注確度
の高い商材の提案や適切な提案タイミングを促すAIの開発があ
ります．このAI開発においては，データ統合エコシステムに蓄積
したお客さまの契約情報や請求情報，IT機器の購買履歴，各サー
ビスのご利用状況，Webサイトの回遊履歴等の多種多様かつ膨
大なデータをAIに学習させることで，自社オリジナルの精度の高
いAIモデルの開発が可能と考えています．これにより商談化率や
成約率が高まり，効率的な営業活動が展開できると期待していま
す．ほかにも，お客さまが現在利用中のサービスについて，その
利用状況等のデータから解約の予兆を検知し継続を促すアクショ
ンを提案するAIや，お客さまのIT環境(利用中の機器の型番，ネッ
トワーク構成，各機器の利用状況等)を総合的に分析し，お客さ
まの情報システム担当者の代わりにIT機器の使い方や不具合等に

関する困りごとを解決するAIの開発に取り組んでいます．これら
AI開発においては，AI技術者の内製化を推進していくことでより
スピーディな提供および改善のサイクルを回し，AI技術者のさら
なるスキル向上とともに持続的な競争力強化をめざします．

今後の展開

内製で開発したより多くのAIがさまざまな事業に活用されてい
くことが私たちのチームのめざすところですが，そのために今後
注力すべき課題として，以下の 2点が挙げられます．それは「AI
技術者の活躍の場の拡大」と「AI技術者のパフォーマンスを引き
出し，成果へと導くマネージャの育成」です．
AI技術者の活躍の場は，一定程度存在しているものの，依然と

して埋もれているケースや，AI技術者がその技術を十分に発揮で
きる段階に至っていない等，課題が多く残されている状況にあり
ます．その理由の 1つとして，AIで解決できる課題に直面してい
る社員がAIの知識がなく，それに気が付かない，もしくは相談先
が分からず取り組むことに躊躇してしまうことが挙げられ，これ
に対しては前述の裾野拡大の取り組みをより拡大させていくこと
が有効です．また技術を活かせる段階に至っていない課題につい
ては，データ整備等の前段階がなかなか進まないといった要因が
あり，その段階を乗り越えるモチベーションとして，データ統合
エコシステムのようなデータ整備から始めて活用に結び付ける事
例を創出して発信していく必要があります．
そして，AI技術者が増え，活躍の場が増えると，より多くの成
果をあげるためにマネージャが必要となってきます．これまでは
ネイティブなAI技術者ではないマネージャが試行錯誤しながら
AI技術者をマネジメントしてきていますが，今では育成してきた
AI技術者が中堅層となり，今後はネイティブなAI技術者がマネー
ジャ層となって活躍していくことが期待されます．前述のように
AIの技術に詳しいマネージャが技術者を率いることのメリットは
多いのですが，そうした人材は業務スキルを身に付ける経験など
と引き換えに高い技術を習得してきているため，マネジメントに
おける成果創出に対する不安も一部に残ります．そのため，ネイ
ティブなAI技術者をマネージャとして育成していくと同時に，ネ
イティブなAI技術者ではないマネージャがどのようにすればAI
技術者を支援・活躍させられるかといったマネジメント手法を明
らかにし，この両面でAI技術者を導くマネージャの強化を図るこ
とが重要です．
最後に，最近の若手は非常に優秀です．彼らの成長はNTTグ
ループの将来に大きく影響を与えるものと考えています．今後も
技術者の育成と彼らのパフォーマンスがより多くの成果につなが
る仕組みづくりに向けて，取り組んでいきます．

◆問い合わせ先
NTT東日本
 ビジネス開発本部　CXビジネス部　データビジネス共創担当

NTT東日本
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生成AIアプリケーションを誰でも開発できる
AIエージェント基盤サービス「つなぎAITM」の提供
NTTデータは，日本電子計算株式会社とともに，オフィスワーカーの生産性向上，付加価値業務へのシフトを実現するため，誰
もが簡単に高度なAI（人工知能）アプリケーションを開発できる，新たなAIエージェント基盤サービス「つなぎAITM（つなぎあい）」
を2025年 5 月に提供開始しました．つなぎAIは米国のAIテクノロジ企業LangGenius, IncのAIエージェント基盤「Dify（ディファ
イ）」をNTTデータと日本電子計算が日本企業に適応した独自機能を追加し，充実のサポートと万全なセキュリティで導入企業
が安心して利用できるように開発したSaaS（Software as a Service）型のAIエージェント基盤サービスです．

背　景

現在，日本では人口減少による労働力人口の減少加速，IT人材
不足といった社会問題があり，生成AI（人工知能）活用の需要が
急激に高まっています．しかしながら，生成AIの業務への活用に
は専門知識を持つ人材の確保や，多大なコストなど多くの課題も
あります．NTTデータと日本電子計算株式会社は，誰でも簡単に
高度なAIアプリケーションを開発できるというコンセプトのもと，
AIエージェント基盤サービス「つなぎAITM（つなぎあい）＊1」
を開発しました．つなぎAIは，LangGenius, IncのAIエージェン
ト基盤「Dify（ディファイ） Enterprise」にLLM（Large Language 
Models）の利用制限値設定などの予算管理機能やロール権限機
能など日本企業に適応した独自機能を追加し，充実のサポートと
万全なセキュリティで専門的な知識がなくても導入企業が安心し
て利用できるSaaS（Software as a Service）型のAIエージェ
ント基盤サービスです．Dify Enterpriseは生成AIアプリケーショ
ンを開発できるプラットフォームで，AIエージェントや，複雑な
処理を行うAIモデルを，ノーコードで簡単に構築することができ
ます．つなぎAIによりDify Enterpriseの企業向けのSaaS提供
は国内初となります．2024年にNTTデータとトヨタ紡織が実施
した旅費申請・精算のAIエージェント開発検証においては，通常
開発では 3カ月程度かかるAIアプリケーションをわずか 2週間で
開発し，開発期間を約80％短縮することができました（図 1）．

つなぎAIの特長

つなぎAIはプログラミングの専門知識がなくても，独自のAIエー
ジェント構築が可能です．データ加工の手間を圧倒的に削減し，
企業内のナレッジ活用を推進します（図 2）．
■日本企業に適した独自の組織管理機能
つなぎAIサービスは，LLMの利用制限値設定などの予算管理
機能やロール権限機能，認証認可（SSO），管理者権限や部署単
位での権限設定やロール権限の付与により安心・安全にご利用い
ただける環境を提供します．

■サービス連携機能
つなぎAIサービスでは，NTTデータが提供するRPA（Robotic 

Process Automation）ソリューション「WinActor」や他社サー
ビスと連携しやすい支援ツールやAPI（Application Programming 
Interface）連携機能を提供します．具体的には，NTTデータが
作成した支援ツールを活用することでPDF出力が容易になったり，
AI-OCR機能などを搭載することでさらなる業務効率化につなげ
ることができます．そして，これまではRPA製品単独では難しかっ
た判断を必要とする審査業務においても，AIがプロンプトで考え
てどの情報を参照するかを判断するので，高速かつ正確に複雑な
案件の審査の遂行支援が可能になります． 
■豊富な標準テンプレート
（1）　WinActor×生成AIで業務自動化範囲を拡大
つなぎAIとWinActorを組み合わせることで，データの収集
や数値の集計，その後のレポート作成の一連のオペレーションを
の自動化が可能です．具体的には，定型業務として作業が必要な
データの取得や加工，グラフの作成をWinActorが担い，それら
のインプットデータを基にレポートのフォーマットへの出力やレ
ポート内容に対する定性的な文章生成をつなぎAIが担うことで，
最終報告資料の作成まで一連の作業を自動化することが可能です．
これにより，煩雑なレポート作成作業にかかる時間を大幅に削減
でき，効率的な業務遂行が可能となります．すべての作業が自動
化されるため，人手でのヒューマンエラーも低減され，正確な報
告資料を効率的に作成できる利点があります．つなぎAIと
WinActorの連携により，業務プロセスの効率化と生産性向上に
貢献することが期待できます．
（2）　AIアシスタントが業務の属人化を解消
つなぎAI上に構築したAIアシスタントが担当者の問合せ業務

をサポートすることで，顧客や関係者からの問合せ対応を大幅に
効率化します．FAQ等に記載されている問いに対する簡単な問
合せに関しては，24時間体制で回答が可能となります．また，回
答することが難しい内容に関しても，過去の問合せ対応履歴や関
連ドキュメントから最適な回答を導き出すことができます．これ
により，専門知識を持つ別の担当者にエスカレーションされるケー
スの減少や，回答へのリードタイムの短縮が可能となります．さ
らに，AIが回答できず担当者が回答せざるを得ない問いに関して

URL https://journal.ntt.co.jp/article/34167

DOI https://doi.org/10.60249/25063102

＊1  「つなぎAITM」は日本国内における日本電子計算株式会社の商標です．
https://winactor.com/product/tsunagi-ai/

NTT DATA
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図 1　Managedサービスを構築する場合の比較

図 2　つなぎAIの特長

も，回答後に問合せ内容と回答内容の組合せからFAQを自動で
生成することが可能です．つなぎAIを活用することで，均質な品
質でFAQを作成することが可能となり，組織のナレッジとして
形式知化され，組織全体の効率を向上させることが可能です．
（3）　データ加工へのLLMの適用による人手作業の工業化
アンケート結果や，過去のメール問合せ回答のメールアーカイ
ブをつなぎAIを介してLLMを適用することにより，人手作業の
工業化を実現します．つなぎAIとRAG（Retrieval-Augmented 
Generation：検索拡張生成），LLMによる文書理解，AIワーク
フローによる分類によって，従前は，人手で実施していた記述式
アンケートの分類付与や要約作成に加えて，文章の好悪感情を判
定することによって，従来は外部に委託していたようなレポーティ
ング作業を自動化することが可能です．また，サービスデスク業
務において，やり取りしていた過去のメール問合せ回答の内容か
ら不要な内容をクレンジングして整形・加工することによって，
AIチャットボットのINPUTデータ等のデータ利活用しやすいか
たちに加工する作業を自動化することが可能です．

■充実したサポート体制
つなぎAIは，NTT DATA各社と300社以上にのぼる特約店ネッ

トワークを活用し，伴走型でサポートします．具体的には，作成
したPoC（Proof of Concept）モックを活用しAI活用の検証等
を通じて顧客のニーズに応じたサポートを提供します．WinActor
をはじめとした多数のRPAツール・業務効率化ツールにおける支
援実績を持つ当社は，そこで培ったパートナーネットワークを活
かし，現在の支援基盤を最大限に活用することで効率的かつ効果
的な支援を実現します．
■コミュニティ機能
誰でも簡単に生成AIアプリを作成することができる「つなぎ
AIサービス」だからこそ，ユーザどうしの情報交換やテンプレー
ト共有を促進するためのコミュニケーション機能「ユーザフォー
ラム」を提供しています．この機能では，さまざまなトピックに
基づいたサークルの作成・参加により，メンバーどうしで自由に
意見交換ができます．またユーザは簡単に疑問を投稿でき，他ユー
ザやNTTデータからの回答が期待できます．これにより，AIア
プリ作成時の疑問点を自分自身で確認・解決し，市民開発をする

NTT DATA
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ことが可能となります．そして，つなぎAIの学習や習熟のために
eラーニングやTipsもコミュニティ機能内で閲覧できます．NTT
データは，このコミュニティ機能を通じて，つなぎAIを活用する
皆様の業務効率化を全面的にサポートしていきます． 

活 用 事 例

■メールナレッジを活用したFAQ抽出・チャットボット構築
（1）　課題
・ 人手不足により， 1人の窓口担当者がすべての問合せ対応を
実施．
・ 複雑な問合せ対応が多く，業務歴の長いベテラン担当者によ
る対応が必要なため属人化している．
・ 1 件の問合せにつき，これまでの問合せ歴・マニュアル確認
等で対応に数時間を割くことも多く，非効率的かつ業務負荷
が高い．

（2）　活用方法
・ 過去の問合せ歴（メールナレッジ）や仕様書からFAQ一覧
の作成．
・ 上記FAQを活用したチャットボットを構築．
■複数の文書管理ソースをAI統合検索
（1）　課題
・ 業務にかかわる文書管理ソースがHubble，Notion，ファイ
ルサーバに散逸していて，統合的に検索する手段がないため，
非効率な状況が生じている．

（2）　活用方法
・ HubbleやNotionなどをつなぎAIとAPI接続し，ファイル
サーバをクローリング等行うことにより，複数の場所にある
文書を一括で検索することで，業務効率化を実現．

■記述式アンケートの分類，要約，レポーティング
（1）　課題
・ 記述式アンケートの分類，要約，レポーティングをしたうえで，
各課に配布する業務を人手もしくは外部委託で実施しており，
作業負荷やコストがかかる状況が生じている．
・ アンケートの記述内容から意見のポジティブ，ネガティブを
判断し，ネガティブに対しては，関係部署に即時にエスカレー
ションする等の作業が必要となるため，人手を外せない状況
が続いている．

（2）　活用方法
・ 記述式のアンケート結果をExcelに貼り付けしたうえで，つ
なぎAIとAPI接続し，LLMを活用することで，記述式アンケー
トの分類，要約，レポーティングの自動化を実現．
・ LLMの文書理解を活用することで，文書で表現されている内
容について，機械的に一次分類を行い，アンケートの記述内
容の判断支援の高速化を実現．

■出張計画の作成
（1）　課題
・ 出張計画を作成する際に，自身の予定表を確認し，交通ルー
ト検索，宿泊先検索をしたうえで出張計画作成を行うが，各
システムを個別に参照，検索するため， 1つひとつの作業時
間は短いが累積で大きな時間を要している．

（2）　活用方法
・ メールソフトの予定表とつなぎAIをAPI接続することで，空
き予定を確認．つなぎAIをAIアシスタントとして活用する
ことで，乗り換え案内サービスやホテル予約サイトとAPI接
続することで，ルート検索およびルート取得，ホテル空室情
報をリアルタイムで取得する一連の処理を実施．また，出張
計画の作成およびセルフ審査を支援することで，トータルの
作業時間の大幅な短縮を実現．

■会議の録音データからの文字起こし
（1）　課題
・ 会議の録音データを人手で文字起こしを実施しており，文字
起こし作業自体と，文字起こし結果のレビューを複数名が実
施するため，作業時間を多く要しており，作業負荷が大きい
状況が生じている．

（2）　活用方法
・ 録音データをつなぎAIを介してLLMを活用し，文字起こし
を実施し，話者特定も併せて実現することにより，文字起こ
し作業の自動化を実現．また，精度の高い文字起こしにより，
レビュー個所や，手戻りを削減することで，業務効率化を実現．

今後の展開

NTTデータは，WinActor導入・保守で培ったNTT DATA各
社と300社以上にのぼる特約店ネットワークを活用し，つなぎAI
を2027年に導入社数600社，2025年から2027年の 3 カ年累計で40
億円の売上高をめざしていきます．そして，今後はつなぎAIのサー
ビスラインアップをさらに拡充し，さらなる業務効率化や働き方
改革を支援するとともに，生産年齢人口の減少やIT技術者の不足
などの社会課題解決に貢献していきます．
NTT DATAは，積極的なAI活用の推進とガバナンスの両輪で
お客さまのビジネス，社内のビジネスの変革を推進します．お客
さまのビジネスでは，AIエージェントが指示に応じ自律的に対象
業務のタスクを抽出・整理・実行する「SmartAgent™＊ 2」の実
現をめざします．社内のビジネスでは，ソフトウェア開発の大幅
な生産性向上や実践的生成AI人財の育成を加速します．これに
より，人手不足等の社会課題解決に貢献するとともに，人が付加
価値の高い業務領域に注力できる世界を実現していきます．

◆問い合わせ先
NTTデータ
 社会基盤ソリューション本部
ソーシャルイノベーション事業部
アセットビジネス担当＊2  「SmartAgent™」は日本国内における株式会社NTTデータグループの

商標です．

NTT DATA




